
中学校第２学年 学級活動指導案

日 時 平成 24 年 10 月 18 日(木)２校時

指導者 教育センター所員 藤瀬 裕子

１ 題材名 「進路選択に向けて，今，何をすべきか考えよう」

２ 題材について

（１）生徒の実態

本学級の生徒は，将来の夢や進路計画がまだ，漠然としている生徒が多い。そのため，職業にも初めはあ

まり興味を示さなかった。しかし，職場体験が近付くにつれ，前向きに事前学習に取り組む姿が見られるよ

うになった。職場体験当日も真剣な表情で指示を聞き，自分なりに考えて活動していた。この体験後，生徒

たちはまとめの作業や授業中の活動に意欲をもって取り組むようになってきた。一方，職場の方からの感想

は，「返事をしよう」「自分の考えを積極的に発言しよう」など生徒の課題を浮き彫りにしたものであった。

（２）題材設定の理由

本題材は，学級活動「（３）学業と進路」のア 学ぶことと働くことの意義の理解，ウ 進路適性の吟味

と進路情報の活用を受けて設定したものである。いよいよ中学生活も後半に入り，自分自身を見つめ，中学

卒業後の進路について本格的な学習を始める。中学校学習指導要領解説特別活動編にも，「生徒が，自己の

将来に夢や希望を抱き，意欲的かつ主体的に学習に取り組むとともに，将来の生き方や進路に関する体験を

得たり，情報の活用を図ったりしながら，自分の個性や学習の成果を生かす進路を自らの意志と責任で考え，

選択していくことは中学生にとって，極めて重要なことである。」と記されている。また，生徒が将来社会

で生きていくために，「学ぶことや働くこと」について自己の問題として真剣に受け止め，深く考えて，進

路選択に向けての動機付けをすることは，主体性を育む上でも有効であると考える。

本県では，ほとんどの学校で職場体験学習を行っている。その職場体験を通して，自分の役割と生きがい，

働く目的と意義，身近な職業について考え，働くことの楽しさや厳しさを知り，勤労や職業についての関心・

意欲が高められる。しかし，これを次の進路選択に向けての学習へつなぐことが，今まであまりできていな

い状況がある。職場体験学習を通して「働くことの意義」をじっくり考えたり，「学ぶことと働くこと」の

関連性を考えたりすることができないまま，中学卒業後の進路について単独で考えることが多かった。その

ため，３年生になっても自分の適性を考えなかったり，周囲に流されて自分の進路を選択したりする場合も

あった。最後まで進路選択ができずに，なかなか学習に集中できないという状況も生じている。

中学生活も後半に差し掛かり，これからそれぞれが，中学卒業後の自分にふさわしい進路選択をしなけれ

ばならない。よって，今，職場体験後の学習で「働く意義はなんだろう」「自分の適性」「進路計画の見直し」

「今，すべきことは何か」の流れで進路学習へとつなげることは有効であると考える。「働くことと学ぶこ

と」「働くことと日常生活」の関連を考えさせることにより，現在の自分の言動が将来につながるものであ

るということと自分自身のことを理解させ，自分の適性を踏まえた進路選択へとつなぎたい。さらに，授業

の中に話合い活動を取り入れることで，互いのよさを見つけ伝え合いながら，改めて自分を見つめる機会と

したいと考え，自己理解を深める活動を仕組もうと考えた。そして，この活動を，今後「卒業後のさまざま

な道」や「上級学校調べ」をする際も，与えられたものだけではなく主体的に自分自身の知りたいこと，知

るべきことを自覚して，情報活用ができるような力を育むことにつなげたい。そうすることにより，生徒た

ちは，自分自身のよりよい進路選択をすることができると思われる。「将来のために，今，何をすべきか」



についての話合い活動の後に，「今，すべきこと」をはっきりさせることで，これからの学校生活や学習へ

の主体的な取組につながる意欲付けとしたいと考え，本題材を設定した。

３ 指導のねらい

職場体験を終えて，自分の適性を考え，中学卒業後の進路選択に向けて，自主的・主体的に必要な進路情

報を活用し，自分にあった進路選択をする足掛かりとする。

４ 学級活動（３）の評価規準

集団活動や生活への

関心・意欲・態度

集団や社会の一員としての

思考・判断・実践

集団活動や生活についての

知識・理解

人間としての生き方や学ぶこと，働

くことに関心をもち，自己のよさを

伸ばしながら，自主的，自律的に日

常の生活や学習に取り組もうとして

いる。

自己の将来に希望を抱き，その実現

に向け，現在の生活や学習を振り返

り，これからの自己の生き方などに

ついて考え，判断し，実践している。

学ぶことや働くことの意義や，自己

の能力や適性，進路選択に必要な情

報収集や将来設計の仕方などにつ

いて理解している。

５ 指導計画（全５時間）

活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法

①職場体験を振り返ろう

○事前に書いたワークシートを見な

がら，職場体験を想起する。

○「職場体験の前後で考えが変わった

こと」や職場体験後に考えた「働く

意義」を，ワークシートに記入して，

グループで紹介する。

○職場体験で行った仕事の内容，職場体

験前と後での仕事に対するイメージの

違いを確認させる。

○実際に働いてみて，どんなことが実感

として分かったかをワークシートに記

入させて，グループで紹介する。

○職場体験を終えて，「働く意義」につい

てどう考えたかを書かせて，次時に紹

介する。(教師がまとめる)

○「働くということ」「働く

意義」について自分なり

に考えたことをワークシ

ートに記入している。

②自分の適性について考えよう

○「自分のよい面」「外交的？内向

的？」をチェックシートで確認をし

て，自分の適性について考える。

○「自分のよい面」を各自でチェックシ

ートに記入させる。その後，グループ

で互いによい面を出し合わせる。

○「外交的？内向的？」をチェックシー

トで確認させ，自分について振り返ら

せる。

○友達や先生にも自分のことを尋ねて，

他者から見た自分を含めて，自分の適

性や現在の自分について考えさせる。

○適性について知り，自分に合う職業に

ついて考えさせる。

○自分のよい面を探し，他

の人のよい面にも気付い

て伝えることができる。

(観察)

(ワークシート)



③進路計画を見直そう

○個人で「今の自分再確認」をワーク

シートで行い，現在の自分を知る。

○30歳までの進路計画を立て，中学

卒業後の進路について考える。

○自分の適性を踏まえた計画になっ

ているかを確かめる。

○多方面から自分を見つめることで，自

分の適性や進路計画について考えさせ

る。

○30歳までの進路計画をワークシートに

記入させる。次に，中学卒業後から各

学校を出るまでの進路計画を立てさせ

る。

○グループで自分の進路計画を紹介させ

る。

○進路計画を見通しをもっ

て立てることができてい

る。

(ワークシート)

○グループで話を聞くこと

で，自分の進路計画の見

直しができている。

(振り返りシート)

④今，何をすべきか考えようⅠ

○個人で，進路目標達成を目指して

「今，何をすべきか」をワークシー

トに記入して考える。

○記入したことを発表させる。

○「学習面」「学校生活」「部活動・趣

味・特技」について，今何をしてお

くべきかワークシートに記入する。

○ワークシートに記入したことをグ

ループで発表する。

○グループでアドバイスを受けたこ

とや他の人の話を聞いて，「今，す

べきこと」を追加・修正する。

○次時までに，家族にアドバイスを受

ける。

○進路目標達成を目指して，「今，何をす

べきか」をワークシートに記入させる。

まずは，「身に付けておかなければなら

ないこと」「知っておきたいこと」に絞

って考えさせる。

○個人で考えたことを，全体に発表させ

る。

○次に，「学習面」「学校生活」「部活動・

趣味・特技」について考えさせる。

○グループ内で全員が自分の考えを言う

ようにさせる。質問があれば，するよ

うに促す。

○今日の話合いや発言を聞いて，参考に

なったことを色ペンで記入させる。

○次時までに，家族に話を聞くことによ

り，「今，すべきこと」を確認し，自分

の考えと比べて参考にさせる。

進路計画についてもアドバイスをもら

うように話す。

○「身に付けておかなけれ

ばならないこと」「知って

おきたいこと」を考えて，

ワークシートに記入して

いる。

(ワークシート)

○「学習面」「学校生活」「部

活動」について，今，何

をすべきかを考えてワー

クシートに記入してグル

ープで紹介する。

(ワークシート)

(観察)

⑤今，何をすべきか考えようⅡ

(本時)

○家族から受けたアドバイスも参考

にしながら，進路目標達成のために

「今，すべきこと」をグループで話

し合い，全体に発表する。

○今後の進路目標を設定し，「今，す

べきこと」を明らかにする。



６ 本時の学習指導（５／５）

「今，何をすべきか考えよう」

（１）本時のねらい

自分の進路目標達成に向け，「将来のために，今，何をすべきか」について考えさせることで，それに向

かう努力目標を明らかにさせ，今後の進路学習につなげる。

（２）本時の展開

過程 活動の内容 指導上の留意点
目指す生徒の姿と

評価方法

活

動

の

開

始

１ 前時に，「将来のために，今，

何すべきか」を個人で記入し

たものを振り返る。

２ 本時の目標を知る。

○前時の活動と本時の活動の目標を生徒に確

認させる。

○前時の話合いの振り返りシートの感想をま

とめたものを読ませる。

活

動

の

展

開

３ ワークシートに書いてきた

家族からのアドバイスを確認

し，新たに加わったことを付

箋紙に記入する。

４ 付箋紙に書いたことをグル

ープで紹介する。

○ワークシートを見ながら，家族はどのような

アドバイスをしてくれたのかを確認させ，新

たに加わったことを付箋紙に記入させる。

○前時に行ったグループの話合いのまとめや

家族に尋ねてきたことを基に，話合いを深め

させる。前時に話し合ったことの追加部分の

話をするように指示をする。

○個人で付箋紙に記入させ，記録係でグループ

の記録用紙に貼らせる。

○話し合ったことのまとめを記録係に記入さ

せる。

【関心・意欲・態度】

○「今，すべきこと」

を明らかにするた

めに，グループでの

話合いに進んで参

加している。

(観察)

(振り返りシート)

【関心・意欲・態度】

○話し手は相手に伝

わるように話がで

き，聞き手は集中し

て話が聞けている。

(観察)

(振り返りシート)

今後の進路目標を設定し，「今，何をすべきか」を考えて，努力目標を明らかにする。



５ 将来に向けて，「身に付けて

おかねばならないこと，知っ

ておきたいこと」「学習面，学

校生活，部活動・趣味・特技」

について付け加えたことを報

告し合う。

○聞くときは，報告をする人を見て，自分の考

えと比べながら聞かせる。また，今後の学校

生活や学習の参考にさせる。

○書画カメラにワークシートを映して，視覚的

に訴え理解しやすくする。

○事前に役割を決めて，グループの代表に報告

をさせる。

６ 「中学卒業後の進路目標」

を立て，それに向かうために

「今，すべきこと」を明らか

にする。

○これまで学習した「適性」や「現在の自分」

のことを振り返り，自分に合った進路目標を

立てさせる。

○話し合ったことを基に自分の進路目標達成

のために，「今，すべきこと」を明確にさせ

る。

○話合いを通して，

「適性」や「現在の

自分」を振り返って，

中学卒業後の進路目

標を立てている。

【思考・判断・実践】

（ワークシート）

○できていない生徒

には，夢や希望をも

ちつつ，現在の自分

にあった進路目標を

立てられるように

「学習，学校生活，

部活動・趣味・特技」

でもっと頑張りたい

ことについて目を向

けるようにアドバイ

スをする。

○今後の進路目標を

含めて，「今，すべき

こと」を自分で考え

てワークシートに記

入している。

(ワークシート)

活

動

の

ま

と

め

７ 今日の学習を振り返って，

振り返りシートに記入する。

○振り返りシートに分かったことや考えたこ

となどを記入させる。

○将来に向けて，進路実現に向かって夢や希望

をもって努力するように話をする。

７ 事後活動

・自己目標カードに目標を記入させ，それに向かって努力しているかどうか定期的に自己の振り返りをさせる。

（自己評価）【思考・判断・実践】

・お互いの努力を認め合い，声を掛け合いながら活動意欲を持続させる。 （相互評価）【関心・意欲・態度】


